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塩爾地域の中新世火山岩の鼠一A蜜年代

一廊魏06y幽舘囎傭ゾーンとD翻蜘伽廊亙鱈臨ゾーンの境界の年代に関連して

石井武政＊　柳沢幸夫＊＊　山口昇一＊＊＊　阿部智彦†

IsHII，Takemasa，YANAGlsAwA，Yukio，YAMAGucHI，Sh6ichi　and　ABE，Tomohiko（1982）　K－Ar

　　＆ges　of　Miocene　volcanic　rocks丘om　the　Shiogama　district：Contribution　to　the　age

　　between　the∠46語no砂ぬ5ぎηg6n5Zope　and　the　D6η渉蜘妙5ゴ5」側如Zone，B詔．060」．5’初7∂，

　　」ψαη，voL33（9），P。425－4βL

Aあst澱c醜K－Ar　age　determinations　were　carried　out　on　two　volcanic　rocksffom　the　Shiogama

district，Miyagi　Pre琵cture、The　Nirayama　Dacite　and　the　Tsurugaya　Andesite　are　dated　at

15。5and13。6Ma，respectively。These　two　rock　samples　are　obtained　from　lava　Hows　which

arecloselyrelated　with　dacitic　volcanic　breccia　in　the　siltstone　member　oftheMioceneOtsuka

Formation　exposed　in　the　region　around　MatsushimaBay。The　age　of　the　Nirayama　Dacite，

15．5Ma，is　consistent　with　th＆t　expected丘om　diatom　biostratigraphy，since　the　boundary

between　the孟6伽o砂ぬ5伽gθη5Zone　and　the　Z）6漉6％吻5ぎ5」側」αZone　is　recognized　at＆horizon　a

little　above　the　dacitic　volcanic　breccia．

要　 旨

宮城県塩竈地域のうち，多賀城市から七ケ浜町にかけ

て分布する中新世のデイサイト溶岩及び安山岩溶岩につ

いてK－Ar年代測定を行い，それぞれ15．5Ma及び13．6

Maの値を得た．これら溶岩は，松島湾周辺に発達する

中新統大塚層シルト岩部層に挟在するデイサイト質火山

角礫岩の供給源に近い岩体の一部を占めるものである．

この火山角礫岩の直上の層準に，珪藻化石帯∠6痂o・

6ッぬ面πg傭ゾーンと1）6漉副o頭諺α蜘ゾーンの境界の㌧

あることが知られている．今回の年代測定の結果，特に

デイサイト溶岩についての15・5Maの値は，珪藻化石帯

から推定される地質年代に良く一致している．

1．まえがき

宮城県塩竈市から多賀城市・七ケ浜町にかけての地域

　　　　　り　ふには，三畳紀の利府層を覆って中新世の火山岩類と陸

成一海成の堆積岩が発達し，古くから層序学的研究が行

われ，岩相あるいは貝化石群集などに基づいて仙台周辺

地域との地層対比が試みられてきた（NOMURA，19351

HANzAwA6麺」。，19531SHIBATA，T．and　FuJITA，1966；

北村，1967など）．最近では北方の松島地域を中心に新

第三紀の珪藻化石帯が区分され（秋葉ほか，1982），生層

序による地質時代も明らかにされつつある．

本地域は東北日本のいわゆる“グリーンタフ地域”の

東縁部に位置するが，露出する火山岩はほとんど変質を

受けずに新鮮であり，年代測定に十分使用できるもので

ある．本地域に関連する年代測定は，これまで今田・植

田（1980）が塩釜層の1例（22。3Ma）を報告して）・るにす

ぎない．そこで，筆者らは秋葉ほか（1982）の珪藻化石帯

区分との対応も併せ考え，塩釜層より上位に位置する二

つの火山岩についてK－Ar年代測定を行った．測定は米

国Teledyne社に依頼した・

本論をまとめるにあたり，技術部の柴田　賢地球化学

課長からは年代測定に関する種々の御助言を頂いた．ま

た岩石薄片の検鏡には東北大学理学部の青木謙一郎教授

・環境地質部の小野晃司地震物性課長更に技術部の倉沢

一・宇都浩三技官の御教示を得た．記して深謝の意を表

する．

2．地質概説
＊環境地質部
＊＊地質部
＊＊＊北海道支所

†東北出張所

多賀城市・七ケ浜町周辺に分布する中新統は，第1表

に示したように層序区分される．表中の塩釜層から大塚
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塩竈地域の中新世火山岩のK－Ar年代（石井・柳沢・山口・阿部〉

層凝灰質砂岩砂質シルト岩部層（石井ほか，1982）まで

は，松島湾北部地域から連続するものである．また本地

域には，デイサイト礫を主体とする角礫岩・凝灰質砂岩
　　　　　とうぐうはま
などからなる東宮浜層及びこれをもたらした火山活動の
　　　　にらやま産物である韮山デイサイト，更に鶴ケ谷安山岩（新称）が

分布する．年代測定に用いた試料は韮山デイサイト及び

鶴ケ谷安山岩である．

　本地域北方の松島地域に発達する中新統は，石井ほか

（1982）により，下半部の松島湾層群と上半部の志田層群

に大別された（第1表・第1図参照）．松島湾周辺にはこ

のうちの松島湾層群が分布している．松島湾層群は下か
　　　　　　　　　　あじりら上へ塩釜層・佐浦町層・網尻層・松島層及び大塚層の

5層に区分される．塩釜層から網尻層下部までは陸成な

いし汽水成の堆積物と判断され，安山岩質火砕岩・火山

円礫岩・凝灰質砂岩及び凝灰岩類などからなる．網尻層

上部から大塚層までは海成の堆積物で，シルト岩砂岩互

層を主とし，間に水中軽石流堆積物からなる松島層を挟

んでいる．

　松島湾北部一帯と湾内の島々に分布する大塚層は，第

1表に示した4部層に細分される．本層からは全層準に

わたって珪藻化石が豊富に産出し，最下部のシルト岩部

層中に珪藻化石帯∠6痂鰐ぬ豆ηg傭ゾーンとD傭蜘Jo一

ρ廊1α伽ゾーン1）との境界のあることが明らかにされた

（秋葉ほか，1982）．またシルト岩部層中には，柴田豊吉

（1967〉によって「桂島角礫岩部層」と呼ばれたデイサイ

ト質火山角礫岩が挟在し，そのほぽ直上の層準（シルト

岩の厚さにして10－15m上位）に，上述の二つの珪藻化石

帯の境界がある．

　松島湾内の島々に主として分布するデイサイト質火山

角礫岩を西方に追跡すると，その噴出口を七ケ浜町内及

び周辺の島など数カ所に分布する韮山デイサイトに求め

ることができる．したがって韮山デイサイトの絶対年代・

は，上述の二つの珪藻化石帯の境界の絶対年代を推定す

る上で重要である．またデイサイト質火山角礫岩には，

礫として黒色の安山岩が含まれるが，それと同質の溶岩

が多賀城市鶴ケ谷周辺で見いだされた．筆者らはこれを

鶴ケ谷安山岩と呼ぶことにする．

　以下，年代測定に直接係わる地層・岩石について，や

や詳細に述べる（第2図参照）．

3．測定試料の騒序学的位置

韮山デイサイト2）は七ケ浜町内及び周辺の島などに，

1）秋葉（1979）及ぴBARRoN（1980）に基づく．

2）S珊BATAJ．and　FuJITA（1966）によれぱ“韮山安山岩”とされ
ているが，阿部ほか（1976）は岩石学的見地からデイサイトと定義した．

本報告ではこれに従い，韮山ディサイトと呼ぶことにする．

地形的に突出したドーム状の形態を示して分布する．本

デイサイトは一般に径数10cm以下の大小様々な岩塊の

集合体となっていて，岩塊の一部には急冷周縁相あるい

は放射状の又は不規則なクラックが生じており，自破砕

溶岩流と判断される．肉眼で多数の斜長石斑晶が認めら

れる．本デイサイトは孤立した小岩体となって多くの場

所に分布するが，岩質・産状ともにほとんど同じで，ほ

ぼ同時期に噴出したものと思われる．ただし七ケ浜町野

山に分布するものは，他に比べて斑晶が小さく，有色鉱

物が多い．また一部に顕著な流理構造が見られるなど，

岩質的には完全に同一視できない．

　韮山デイサイトの噴出時期は，松島層堆積後，大塚層

シルト岩部層堆積時と推定される．本デイサイトは，側

方へは次第に火山角礫岩ないし凝灰角礫岩へと移化し，

更に東宮浜層の角礫岩・凝灰質砂岩に漸移する．また本

デイサイトは，一部地域で大塚層シルト岩部層に直接覆

われている．

　東宮浜層3）は多賀城市から七ヶ浜町一帯に分布し，主

に角礫岩・凝灰質砂岩からなり，一部に凝灰質シルト岩

を挟む．本層を構成する粒子の多くは韮山デイサイトに

由来するものである．また場所によって，安山岩・シル

ト岩・凝灰岩・軽石片などの雑多な礫を含んでいる．こ

のようなことから東宮浜層は，韮山デイサイトの噴出活

動に伴い，多量の粗粒物質が周囲の地層・岩石をも取り

込んで堆積したものと推定され，北村（1967）が述べてい

るように一種の火砕流堆積物的性格をもつものかもしれ

ない．本層は北方及び東方へと次第にシルト岩が卓越し

て，大塚層シルト岩部層に漸移する．

　大塚層シルト岩部層は，七ケ浜町南部と北部及び松島

湾周辺に広く分布し，シルト岩と細粒砂岩とのよく成層

した互層からなる．本部層は一部地域で韮山デイサイト

を直接覆うとともに，その比較的下部の層準に韮山デイ

サイトの噴出活動により供給されたデイサイト質火山角

礫岩を挟んでいる．

　鶴ケ谷安山岩は，多賀城市鶴ケ谷周辺においてのみ観

察されるが，分布が狭く限られ，これまでの報告には記

載されていない。本安山岩は弱い柱状節理のある溶岩流

で，多賀城市立天真小学校南の崖では，露出する限りに

おいて2枚の溶岩流が認められる．本安山岩の層序学的

位置については未詳な点も多い．しかしながら，本安山

岩と同質の角礫が東宮浜層中に，また大塚層シルト岩部

層に挟在するデイサイト質火山角礫岩中に含まれ，かつ

3）SmBAT蓋，T．and　FuJITA一（1966）の「東宮浜層」のうちr湊浜シ

ルト岩部層」とされた部分は，層序的にも岩質的にも大塚層シルト岩部

層の延長部とみることができるので，これを除いたものを東宮浜層とし
て再定義する．
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地質調査所月報（第33巻第9号）

第1表　本地域及び松島地域の中新統の層序総括表
　温．」廊伽o砂6」粥，P．’1）8n‘加勉5∫5，T・’丁冠α鋭oη8拠α

＊追戸層は省略した
＊＊SmBATA，T．and　FuJ夏TA（1966〉の湊浜シルト岩部層を含む

＊＊＊紫田豊吉（1976）の桂島角礫岩部層に相導

時代 多賀城市・七ヶ浜町地域
松　　島　　地　　域＊
　　（石井ほか，1982）

珪藻化石帯
（秋葉ほか，1982）

中
　
　
　
　
　
　
　
　
新
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世

後
　
期

大　　松　　沢　　層
丁配70εα腕θη3お

s．L

nん％ε詑4漉

＿　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　一

npグαed吻7蜘

番　ヶ　森　山　層

鹿　　島　　台　層

P．伽coわα幅cα

＿　　＿　　一　　一　　一　　一　　』　　一　一

　　？

一　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

Pjα魏α

　　　　？

幡　　　谷　　　層

大
塚
層

三　　ッ　谷　　層

根　　　古『　　層

　シルト岩砂岩部層

珪藻質シルト岩部層

凝灰質砂岩
砂質シルト岩部層

大
塚
層

凝灰質砂岩砂質シルト岩部層

　　　　　　　＊＊シルト岩部層 　シルト岩部層
△△△△△△△△△△△△■

デ
イ
帽

ト質火山角礫岩＊＊＊

前
期

東　宮　　　　　浜　層△△
鶴ケ谷　　　韮山

安山岩　デイサイト
∠4．嬬eπs

｝　＿　一　一　　一　　一　一　　一　　一

　　　？

？　　　　？　　　？

　松　　　島　　　層 松　　　島　　　層

網　　　尻　　　層 網　　　尻　　　層

佐　　浦　　町　　層 佐　　浦　　町　　層

塩　　　釜　　　層

利　　　府　　　層

塩　釜　層

　　　　　　　　利

三
　
畳
　
紀

白
亜
紀
？

　　　　　　　　　　　　府

　　　　　　　　　　　　花
利　　　府　　　層
　　　　　　　　　　　　南

　　　　　　　　　　　　岩

　　　　　　　　　　　　類

松島層以下の地層中には見いだされないことから，本安

山岩は韮山デイサイトと相前後した時期の噴出物と考え

られる．

4．試料の岩石記載

年代測定に用いた試料の産地・分布・野外観察及び鏡

下での性質について記す．なお産地は第1図中に，岩石
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塩竈地域の中新世火山岩のK－Ar年代（石井・柳沢・山口・阿部）

地 質 断 面 図

根 古

シルト岩砂岩部層

層

珪藻質シルト岩部層
鶴ヶ谷安山岩 凝灰質砂岩砂質シルト岩部

《

？
東　　宮

　　　シルト岩部層＊
辮ヂト浜層僅舞鍔識
　？　　　　？　　　　　火山角礫岩

大

塚

利 府 層

層

細
松　島　膚

　　　　　　尻
　逢　欝　　　　　膚
盈　　　　　物
　　　毒　　　　膚

魯

　　　　第2図　模式的地質断面図

＊SHIBATA，T・and　FuJITA（1966）の湊浜シルト岩部層を含む

▲年代測定に用いた試料

第2表 韮山デイサイト及び鶴ケ谷安山岩の化学組

成

Sp，No・ MA　　MA　　MA　　MA
　－02　　　　－03　　　　－07　　　　－08

T
－51442

Sio2

Tio2

AI203

Fe203

FeO

MnO
MgO
C＆O

Na20

K20
P205

H20＋
Hl20－

Total

71，08

0，25

16．83

1．86

0．30

0．02

0．10

3。68

3．39

1。37

0．14

0．29

0．22

99．53

67．45

0．40

16．46

2．51

1．22

0．10

1．41

3。92

3．48

1．42

0．12

0．86

0．31

99．66

69．36

0．47

15．67

2．33

1．28

0、06

0．86

4．28

3，35

1．22

0．16

0．36

0．27

99．67

70．12

0．36

16．07

L52
1．34

0。09

0．79

3．26

3．58

1．51

0．11

0．66

0．13

99．54

53．89

0．70

19．23

3．19

5．92

0．18

3。31

7．53

3．29

1．03

0．31

0。98

0．39

99．95

MA－02

講｝一輯・一・

T－51442　鶴ケ谷安山岩

　　　（分析　阿部智彦）

1976の第2表より）

の化学組成は第2表に示した．

　韮山デイサイト（試料番号，N－21701al　GEMS4），R

　20990）

4）GEMS－Geological巫useum§amples，地質調査所地質標本館

の登録番号

産地：七ケ浜町松ケ浜黒崎

分布：黒崎のほか，七ケ浜町韮山（模式地）・野山・
　えきらく

　亦楽南方・吠崎・花渕崎・沢尻，多賀城市鶴ケ谷，

　陸上自衛隊多賀城駐とん地構内，更に鍋島・船入島

　などの島々にそれぞれ孤立して分布する．

野外観察：大小の岩塊に分かれ，基質部も同質の岩屑

　で埋められた自破砕溶岩流である．岩塊は暗青灰色

　一暗紫灰色を呈し，緻密堅硬である．径数mmの多

　数の斜長石斑晶が認められる。

鏡下での性質：斑晶としては斜長石が多く，不透明鉱

　物及び輝石類が少量認められる．これらが密集し

　て，しばしばグロメロフィリックな組織を示す．斜

　長石は自形大型で，長径最大5mmに達する．累帯

　構造のほかカールスバード・アルバイト双晶を示

　す．多くは清澄で新鮮であるが，内部が汚濁して虫

　食い状を呈するものもある．輝石類は径0。5－1mm

　の自形一半自形であるが，不透明な鉄鉱物に置換さ

　れている．石基は細粒半一完晶質で，石英・斜長石・

　輝石類・不透明鉱物・燐灰石及びガラスからなる．

年代測定には全岩試料を用いた。

鶴ケ谷安山岩（試料番号，T－51442三GEMS，R20994）

産地：多賀城市鶴ケ谷，警察学校西

分布：警察学校西のほか，多賀城市立天真小学校南及

　び陸上自衛隊多賀城駐とん地構内に分布する．

野外観察：弱い柱状節理のある溶岩流で，数cm一数10

　cm角の割れ目を生じている．外観は黒色で，緻密

　堅硬である．ところにより角礫岩状を呈する．
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第3表　K－Ar年代測定結果

試料番号

N－21701a

T－51442

岩石名

韮　山

デイサイト

鶴ケ谷

安山岩

測定試料

全　岩

全　岩

K．（％）

1．50

1．51

0．78

0．80

40Ar　rad（Io－5mJ19）

0．086

0．094

0．094

0．042

0．043

Atm40Ar（％）

80．5

79．7

71．8

67．2

71．3

匡代（漁）

15．5ニヒ0．8

13．6＝ヒ0．9

K－Ar年代の計算に用いた定数はλβ一4。962×10－10！y，λe＝0．581×10網10／y，40K／K－0。01167atom％である．

鏡下での性質：斑晶として径0・5－1mmの自形の斜長

石及び不透明鉱物がまれに存在する．石基は細一中

粒半晶質で，斜長石・アノーソクレース・単斜輝石

　・斜方輝石・不透明鉱物・燐灰石・クリストバル石

　及び褐色ガラスからなり，インターサータルな組織

　を示す．石基・斑晶ともに清澄で新鮮である．

年代測定には全岩試料を用いた．

5。結果と考察

試料のK－Ar年代測定結果を第3表に示す．アルゴン

同位体の測定及びカリウムの定量は，各試料について

2－3回行われた。大気アルゴンの混入率（Atm40Ar）は，

韮山デイサイトについて80％前後，鶴ケ谷安山岩につい

て70％前後である．この混入率による測定誤差は，内海

・柴田　賢（1980）によれば7－10％と見積もられる．

　韮山デイサイトの測定年代は15．5士0．8Maである．こ

れと同質のデイサイト礫を主体とする大塚層シルト岩部

層中のデイサイト質火山角礫岩の上位に，珪藻化石帯

∠46痂oo鎚」郷痂g6郷ゾーンとヱ）6π痂％Joρ5露」砿∫αゾーンの

境界があり（秋葉ほか，1982），その境界の年代はBARRON

（1980）により15．5Maと推定されている．また韮山デ

イサイトの下位の網尻層からはV油7坦属が産出し

（HANZAWA6」α」．1953），その産出層準の地質年代は

16・5－15・5M＆とされる（土（編），1981）．したがって，韮

山デイサイートにづいて得られた年代値は，『生層序による

推定年代と比較してほぼ妥当なものと言える．

　一方，鶴ケ谷安山岩の測定年代は13．6±0．9Maであ

る．鶴ケ谷安山岩と同質の安山岩礫が東宮浜層及び大塚

層シルト岩部層に挟在するデイサイト質火山角礫岩中に

含まれることから，本安山岩は韮山デイサイトと同じあ

るいはむしろ若干古い年代が期待されたが，結果は逆に

若い年代であった．本安山岩の試料は新鮮で，岩石固結

後にアルゴンが放出され測定年代が若くなったとは考え

にくい．東宮浜層中及びデイサイト質火山角礫岩中に含

まれる安山岩礫の供給源は，鶴ケ谷安山岩ではなく他に

求められるのかもしれない．

　なお先に述ぺた珪藻化石帯煮漉η06ッぬ豆π96窩ゾーン

と1）翻勉」・餌貿傭αゾーンの境界の年代を推定する資

料は，能登半島の柳田累層中で得られており，そこでは

温漉η06ッぬ豆πg鰯ゾーンに属する泥岩層下位の凝灰岩

のK－Ar年代は15．2Maである（柴田　賢ほか，1981）．

この年代値は，鶴ケ谷安山岩についての測定値を併せ考

えると，二つの珪藻化石帯の境界が15。5Maより幾分若

くなる可能性を示している．

ま　と　め

多賀城市・七ケ浜町周辺に分布する中新世の韮山デイ

サイト及び鶴ケ谷安山岩についてK－Ar年代測定を行

い，それぞれ15．5±0．8Ma及び13。6土0．9Maの値を得

た．本地域1とおいては既に今田・植田（1980）により，新

第三系最下部の塩釜層の安山岩礫について22。3Maの

K．一Ar年代が報告されている．韮山デイサイト及び鶴ケ

谷安山岩はこれよりもかなり新しく・また層序学的にみ

て松島層堆積後の噴出によると思われる．

一方，珪藻化石帯孟6痂鍔ぬ豆ηg郷ゾーンと．D6か

∫蜘loρ廊」傭αゾーンとの境界が，韮山デイサイトの噴

出活動に由来する大塚層シルト岩部層中のデイサイト質

火山角礫岩のほぽ直上に見いだされており，韮山デイサ

イトについての15。5Maの年代値は，生層序から推定さ

れた年代に良く一致している．なお本地域及び北方の松

島地域は新第三系の生層序，特に珪藻化石帯区分に重要

な地域であるので，今後はこれらとの対応も含め，年代

測定数の増加が望まれる．
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